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コミミズクは、樹林を主な生活圏とする種が多い本科としては例

外的に、草原や原野を主な生活域とする種である。国内では冬鳥で

あり、都市近郊においては、主に河川敷や埋め立て地に渡来する。

神奈川県では、神奈川県レッドデータブック生物調査報告書 2006
（勝山他（共編）, 2006）では、県内の越冬地における環境悪化の

各要因を挙げながら「非繁殖期・絶滅危惧 I類」に指定されている

ほか、「多摩川の河原に定期的に飛来していたが、近年は稀になっ

ている。（中略）定期的な越冬地は記録されていない。秋から冬に

かけて通過個体が観察されるに過ぎない」（日本野鳥の会神奈川支

部（編）, 2013; 神奈川野生生物研究会（編）, 2017）と記述されて

いる。 
これまで当館においては、データを伴うものとしては、多摩川を

挟んで対岸に位置する大田区羽田（羽田空港）産の仮剥製標本 1
個体（KMM-AV-50）が収蔵保管されている（永井他, 2015）。本標

本のオリジナルラベルには「A滑走[路]」と記されていることから、

恐らくは航空機に衝突（バードストライク）したものと推察される。 
 この度、川崎市西部に位置する麻生区において本種の1個体が拾

得され、当館へ収蔵される運びになった。本稿執筆時点で標本化は

終えていないが、稀な事例でもあることから速報的に記録しておく。 
 種名（学名）は、日本鳥学会（編）（2012）に従った。当該標本

は現時点で、川崎市青少年科学館（通称：かわさき宙（そら）と緑

の科学館）に収蔵、冷凍で保管されており、近い将来の標本化（剥

製加工）を予定している。 
報告に当たり、本個体を発見しご通知下さった山口泰民氏（川崎

市建設緑政局 早野聖地公園）に深謝申し上げる。 
 
記  録 

フクロウ（梟鴟）目 Order Strigiformes 
フクロウ科 Family Strigiidae 
コミミズク Asio flammeus (Pontoppidan, 1763) 
標本データ： 1 ex.（性別不明）, 川崎市麻生区早野（早野聖地公

園）, 20171228, 山口泰民拾得（受領：堀内慈恵）, KMM-AV-362. 
計測データ・所見： 

体 長：355 mm（頭面（額部）から尾羽先端まで） 
翼 長：320 mm 

 尾 長：160 mm 
 嘴峰長：28.5 mm 
 ふ蹠長：56 mm 
 体 重：244 g 

  拾得者によれば、同公園内で発見したという。遺体はきわめて新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鮮かつ良好な状態であった。左翼の初列風切の 1 枚（見 

掛け上の第5番目）が中程から折損していたが、その他には損傷や

出血などはみられず、死亡要因については不明である。なお、初列

風切や爪の先端には摩耗痕などはみられない。 
 

 

図1. 麻生区早野産コミミズク（KMM-AV-362）全形. 
 

 
図2. 麻生区早野産コミミズク（KMM-AV-362）右脚. 
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はじめに 

博物館活動は、「資料収集管理」「調査研究」「教育普及」の 3 つ

に分けられる。川崎市青少年科学館（通称：かわさき宙（そら）と

緑の科学館）では、自然史系登録博物館の立場から、博物館法第2
条の精神に則り、とりわけ 2014 年度以降、それまで管理が行き届

いていなかった収蔵資料（自然史標本）の整理および保管体制の構

築を重点課題として取り組んできた。その過程で、維菅束植物標本

の管理については 2016 年に、最新の分子遺伝学的研究成果に基づ

いた「APGIII分類体系」に沿った分類順へと配列替えを行った。 
本事例を主題としつつ、これまでの当館における自然史標本保管

体制の推移に概略で触れ、現在に至った背景や準備、移動作業およ

び配列替え後の状況とその効果、今後の課題を報告する。 
 
背景 
 近年、博物館資料の情報公開と利用の重要性が高まっている。博

物館資料（標本）は図書館の書籍のように、利用したい人が容易に

アクセスでき、利用できる状態でなければ、真の意味で収蔵されて

いるとは言えない（渡辺, 2016）。そのためには、採集、寄贈、購入

などによって収集された資料は博物館独自の資料番号をつけ、台帳

に登録をし、その情報を公開しなければならない。当館の収蔵資料

は、川崎市域を中心に採集された標本群で、植物、菌類、クモ類、

昆虫類、甲殻類、両生類、爬虫類、鳥類、哺乳類および化石等、総

体として小規模ではあるが、その総数は約6万点を超えている。し

かし、2013 年度末の時点で、誰でも当館の資料情報を知ることが

でき、利用できる状態であったのは、菌類標本のみであった。その

他は、外部に通用する機関略号が制定されておらず、登録のシステ

ムも不明な点が多かった。各分類群での問題点は様々であったが、

大まかには、1) 資料の登録はできており、台帳の電子化も完了し

ているが、情報が公開されていない、2) 資料の登録はできている

が、台帳の電子化が中途または不完全である、3) 収蔵庫内の資料

の配列が不明で、目的の資料がすぐに探し出せない、4) 資料の登

録状態も収蔵庫内の配列も不明、の4点に分けられた。いずれの資

料もそのままでは外部の人に活用されることはなく、資料価値が伴

わないに等しい状態であった。 
 そこで2014年度からは、重点的に収蔵資料の整理を開始した。 
整理の内容およびその方針としては、第一に、機関略号を改めて制

定した上で全体の体系、階層システムを再構築した。そして、1) 資
料ラベルと台帳の照合（必要に応じて再登録）、2) 収蔵庫内の再配

列、3) 台帳の電子化と項目等書式の整備、を行うこととした。小 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
規模であるからこそ、すべての資料と台帳の照合が可能であったが、 
それでも甚大な時間と労力とを要する作業となった。そして、整理 
のできた分類群から順次、目録（標本カタログ）の形式で出版公表

することに加え、インターネットを介して世界の生物多様性情報を

発信している GBIF（地球規模生物多様性情報機構）および日本の

自然史標本情報を発信している S-Net（サイエンスミュージアムネ

ット）にデータ提供を行うことを目標とした。 
その結果、2017 年度末までの時点で、菌類（堀内他, 2018）、ク

モ類（永井他, 2016b）、昆虫類（川島他, 2017; 2018; 川島・高梨, 2018）、
甲殻類（村山他, 2016）、両生類（永井他, 2016a）、爬虫類（永井他, 
2016a）、鳥類（永井他, 2015a）、哺乳類（永井他, 2015b）、植物花粉

（現生）（高梨他, 2017）の目録を紀要上で出版公表した。また哺乳

類、鳥類、昆虫類の一部はGBIFおよびS-Netにデータ提供を行い、

すでに提供済みの菌類と共に、資料情報がインターネット上で検索

できるようになっている。 
 
維菅束植物標本の整理・再配列（再配列に至る経緯） 
当館収蔵の維菅束植物標本は、1983 年から継続している「川崎

市自然環境調査」で採集された川崎市域の標本を中心に、約23,000
点が蓄積されている。これまで、市民有志の協力により標本管理が

なされていたため、管理の状況は、当館収蔵の標本群の中ではより

整っており、台帳の電子化までなされていた。問題は、収蔵庫内の

標本の配列の方式が不明であるため、目的の標本がすぐに探し出せ

ない状態であったことと、情報公開まで至っていないことであった。 
元は「神奈川県植物誌2001」（神奈川県植物誌調査会）に準じた

配列で並べられていたと思われるが、2016 年 1 月の時点では、と

りわけ外部の利用者は標本を探すことができない独特な配列とな

っていた。そのため、標本調査などレファレンスの申込みが入った

場合、事情に通じた職員があらかじめ希望の標本を取り出し、閲覧

後に再配架していた。それまでは、閲覧者（外部研究者）は博物館

施設としてはごく僅かであったため、この状態でも大きな問題はな

かった。しかし、当館が「川崎ブロック」担当館として協力してい

る「神奈川県植物誌 2018」編纂のため、執筆者の標本研究の閲覧

が始まると状況は一変した。執筆者は担当の分類群の標本を網羅的

に閲覧する。毎回、多くの時間を費やして相当数の標本を閲覧する

ため、事前に全てを準備し、終了後再配架することは職員としても

負担が大きい。その解決策としては、第三者でも的確な出納が行え

る配列に並べ替える他に方法はなかった。そこで、せっかく配列を

整えるならばよい機会ととらえ、APGIII 分類体系を導入すること

川崎市青少年科学館における収蔵標本保管体制の進展 

～維菅束植物標本配列へのAPGIII分類体系導入を中心に～ 

 

堀内慈恵*・川島逸郎*・永井一雄**・高梨沙織* 

 
Progress of storage system of the specimens in the Kawasaki Municipal Science Museum,  

with a focus on the introduction of “APGIII System” in arrangement of vascular plants specimens 
 

Yoshie Horiuchi*, Itsuro Kawashima*, Kazuo Nagai** and Saori Takanashi* 
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とした。 
余談ではあるが、当館独自の問題点として、収納で使用する専用

の植物標本庫はごく一部にすぎず、ほとんどが倉庫仕様のオープン

棚を使用している点がある。ブックエンドで仕切りを作っているも

のの、ジーナスカバー（植物標本を種ごとにまとめる紙製のカバー）

がすべり落ちる等、資料の保管の面では心配が尽きない上、無駄な

スペースも多い（図 1）。そのため、専用の植物標本庫を少しでも

増やしたいと検討してきたが、購入予算の不足により、現状のまま

となっている。標本保護のため止むを得ず、標本台紙は 1 枚ずつ、

押し葉標本作成に使用した新聞紙で挟んだ上、種ごとにまとめてチ

ャック式ビニール袋に入れ、ジーナスカバーに収める形を取ってい

る。今回の配列替えに合わせて、棚の使い方も見直すこととした。 
 

   
 図1. 再配列前の維菅束植物標本の収納の様子. 

 
配列替えの計画 
 棚を含めた配列替えを一括で行うとなると、相応に多くの人手が

必要となる。しかし、当館の職員だけではまとまった時間を一度に

とることは難しい。そこで、学芸員実習の中で実習生とともに行う

ことを計画した。当館では、学芸員実習生を毎年 10 名程度受け入

れており、天文・自然・科学の各分野の仕事を学ぶカリキュラムを

設けている。自然分野では例年、資料管理実習の一環として、収蔵

庫の標本整理等を行っており、そこに維管束植物標本の配列替えを

組み込むことにした。計画立案にあたり、海老原他（2013）を参考

にし、当館の諸状況に合わせた計画を立てた。新しい配列は、シダ

植物、裸子植物も含め、米倉・邑田（2013）に従った。本稿では、

それらを「新分類体系」と呼ぶことにする。 
 
配列替え作業前の準備 
1. 新分類体系の対応表を作成する：当館では、新分類体系の属

と科の対応表は作成しておらず、「神奈川県植物誌2001」の対

応表はあったが、印刷したもののみで電子データはなかった。

そこで、筆者が個人的に作成していた所属科の新旧対応表と

当館の台帳をもとに新分類体系の対応表を作成した。当館は

川崎市及び周辺で採集した標本が中心であるため、当館には

なく、これからもおそらく入ってこないと思われる種は対象

外とした。また、当館の植物標本管理の特徴として、職員体

制その他の関係から、普段の標本管理に市民が参加してきた

点が挙げられる。植物が専門でない職員やアルバイト職員も

標本管理に携わることがある。そのため、誰でも容易に種名

から新分類体系の科が検索できる形式の対応表とした。 
2. 在庫調査を行う：どの科にどのくらいの数量の標本があるの

かを把握するため、種ごとにジーナスカバー数を確認した。 
3. 新分類体系対応のジーナスカバーラベルを作成し、現在使用

しているジーナスカバーに貼る：新しいジーナスカバーに替

えることも検討したが、時間も予算もなかったため今回は見

送った。 
4. 移動後の配置を決定する：これまで使用していた棚は 9 個で

あったが、消耗品を置くなど別な用途に使用していた棚 4 個

を新たに植物標本用に加えることとした。倉庫仕様の棚では

あるが、できる限り通常の植物標本庫のような仕様を目指し、

棚板の上下の間隔はこれまでより小さくし、配列は上から下

への順に並ぶようにした。決定した配置をもとに棚毎に配置

図を作成した。 
5. 棚用の科のラベルを作成する。 
 
移動作業 
 学芸員実習の1.5日を植物標本配列替えの作業日に充てた。実習

生は9名、植物学が専門ではない実習生も多かったため、間違いの

ないように余裕をもったスケジュールとした。まず、準備しておい

た新分類体系の対応表と棚配置図を各実習生に配布し、それをもと

に手順を説明し、作業にとりかかった。標本の移動の際には量の多

少にかかわらず、科を単位として移動し、変更のある科は特に注意

を促した。23,000点もの標本を一度に棚から出しておく場所はなか

ったため、未使用（何も置いていない状態）の棚から以下の手順を

繰り返した。 
1. 新しい植物標本仕様に棚を整備する：棚板を移動し、ブック

エンドを配置し、棚配置図をもとに棚用の科ラベルを貼る。

増やす棚板は、他の分類群の未使用のものを使用する。 
2. 標本を移動する：1が完了し準備のできた棚に入る予定の科の

標本を移動する。移動元から抜き出した科は、ジーナスカバ

ーを学名のアルファベット順に並べてから、移動先の棚に配

置する。 
3. 抜き出した場所が多い棚から残っている科を抜き出し、1から

繰り返す。 
 
配列替えを終えて 
配列替えの作業は、大きなトラブルもなく、予定より早く1日で

終了することができた。新分類体系の対応表と棚配置図をもとに職

員が指示を出すことにより、植物学が専門でないものでも配列替え

作業を行うことに問題はなかった。 
これまで使用していたジーナスカバーに新しいラベルを貼るこ

とで、古いラベルと併記され、変更内容が誰にでも分かりやすいも

のとなった。また配列替え準備で作成した対応表は、印刷して収蔵

庫内に常備し、誰でも容易に種名から新分類体系の科名を探すこと

が可能となった。 
 最も大きな成果は、一部の者にしか標本を探し出すことができな
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庫の標本整理等を行っており、そこに維管束植物標本の配列替えを

組み込むことにした。計画立案にあたり、海老原他（2013）を参考

にし、当館の諸状況に合わせた計画を立てた。新しい配列は、シダ

植物、裸子植物も含め、米倉・邑田（2013）に従った。本稿では、

それらを「新分類体系」と呼ぶことにする。 
 
配列替え作業前の準備 
1. 新分類体系の対応表を作成する：当館では、新分類体系の属

と科の対応表は作成しておらず、「神奈川県植物誌2001」の対

応表はあったが、印刷したもののみで電子データはなかった。

そこで、筆者が個人的に作成していた所属科の新旧対応表と

当館の台帳をもとに新分類体系の対応表を作成した。当館は

川崎市及び周辺で採集した標本が中心であるため、当館には

なく、これからもおそらく入ってこないと思われる種は対象

外とした。また、当館の植物標本管理の特徴として、職員体

制その他の関係から、普段の標本管理に市民が参加してきた

点が挙げられる。植物が専門でない職員やアルバイト職員も

標本管理に携わることがある。そのため、誰でも容易に種名

から新分類体系の科が検索できる形式の対応表とした。 
2. 在庫調査を行う：どの科にどのくらいの数量の標本があるの

かを把握するため、種ごとにジーナスカバー数を確認した。 
3. 新分類体系対応のジーナスカバーラベルを作成し、現在使用

しているジーナスカバーに貼る：新しいジーナスカバーに替

えることも検討したが、時間も予算もなかったため今回は見

送った。 
4. 移動後の配置を決定する：これまで使用していた棚は 9 個で

あったが、消耗品を置くなど別な用途に使用していた棚 4 個

を新たに植物標本用に加えることとした。倉庫仕様の棚では

あるが、できる限り通常の植物標本庫のような仕様を目指し、

棚板の上下の間隔はこれまでより小さくし、配列は上から下

への順に並ぶようにした。決定した配置をもとに棚毎に配置

図を作成した。 
5. 棚用の科のラベルを作成する。 
 
移動作業 
 学芸員実習の1.5日を植物標本配列替えの作業日に充てた。実習

生は9名、植物学が専門ではない実習生も多かったため、間違いの

ないように余裕をもったスケジュールとした。まず、準備しておい

た新分類体系の対応表と棚配置図を各実習生に配布し、それをもと

に手順を説明し、作業にとりかかった。標本の移動の際には量の多

少にかかわらず、科を単位として移動し、変更のある科は特に注意

を促した。23,000点もの標本を一度に棚から出しておく場所はなか

ったため、未使用（何も置いていない状態）の棚から以下の手順を

繰り返した。 
1. 新しい植物標本仕様に棚を整備する：棚板を移動し、ブック

エンドを配置し、棚配置図をもとに棚用の科ラベルを貼る。

増やす棚板は、他の分類群の未使用のものを使用する。 
2. 標本を移動する：1が完了し準備のできた棚に入る予定の科の

標本を移動する。移動元から抜き出した科は、ジーナスカバ

ーを学名のアルファベット順に並べてから、移動先の棚に配

置する。 
3. 抜き出した場所が多い棚から残っている科を抜き出し、1から

繰り返す。 
 
配列替えを終えて 
配列替えの作業は、大きなトラブルもなく、予定より早く1日で

終了することができた。新分類体系の対応表と棚配置図をもとに職

員が指示を出すことにより、植物学が専門でないものでも配列替え

作業を行うことに問題はなかった。 
これまで使用していたジーナスカバーに新しいラベルを貼るこ

とで、古いラベルと併記され、変更内容が誰にでも分かりやすいも

のとなった。また配列替え準備で作成した対応表は、印刷して収蔵

庫内に常備し、誰でも容易に種名から新分類体系の科名を探すこと

が可能となった。 
 最も大きな成果は、一部の者にしか標本を探し出すことができな
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かった状態から、最初の案内で「標本は APGIII 体系で配架してい

ます」と説明するだけで、閲覧者が目的の標本を探せるようになっ

たことである。そのため、職員の負担は大きく減り、急な閲覧申込

みにも対応できるようになった。配列替えを行うことにより、閲覧

者のニーズに円滑に対応できる体制を作ることができたと言える。

2016 年 8 月以降、植物標本の外部研究者は、プロ、アマチュアを

問わずのべ 50 名を超える。閲覧には、チャック式袋から出し新聞

紙をめくらなくてはならないという、他館での植物標本にはない手

間があるものの、標本へのアクセスの容易さからか、外部研究者か

らは、概ね「利用しやすい」と好評をいただいている。 
資料情報を公開することは、外部からの標本利用が増えることに

も繋がる。それに対応するためには、基本的な事柄であるが、台帳

整備に併せて、標本を一定の法則に則った体系に沿って配列し、管

理することが求められる。それが確実な資料の出納を可能とするシ

ステムであり、今後も維持継承していくことが最も重要である。 

   

  図2. 再配列後の維菅束植物標本. 
 
今後の課題 
 これまで、当館の維菅束植物標本の学名・和名およびその配列は

「神奈川県植物誌 2001」に準じていた。今回は配列について、新

分類体系に従い変更を行った。まもなく新たに「神奈川県植物誌

2018」が発刊される予定である。こちらも配列は新分類体系となる

が、学名の変更も予想されるため、発刊後は当館標本の学名の見直

しも必要である。また、扉のない棚であるため、地震対策について

も早急な対応が必要である。 
 収蔵標本の整理は急速に進展したものの、いまだそこまでに至っ

ていない分類群もある。引き続き、整理を継続するとともに、今後

は多くの人に活用してもらえるよう、収蔵標本そのものに加えて、

バックヤードに関する情報の発信にも更に力を入れていきたい。ま

た、「資料収集管理」は博物館基幹事業の一つでありながら、外か

らは最も見えにくい活動である。このことの意義や必要性に加え、

そこから繋がる調査研究の成果についても、外部に広く発信し、地

域社会に還元していくことが重要だと考えている。 
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